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1. 平成27年3月期第3四半期の連結業績（平成26年4月1日～平成26年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

27年3月期第3四半期 19,944 △10.1 △168 ― △238 ― 1,399 190.6
26年3月期第3四半期 22,190 △12.3 377 △67.6 322 △71.2 481 △21.4

（注）包括利益 27年3月期第3四半期 1,791百万円 （132.7％） 26年3月期第3四半期 769百万円 （△17.9％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

27年3月期第3四半期 35.11 ―
26年3月期第3四半期 12.08 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

27年3月期第3四半期 31,123 10,890 35.0
26年3月期 29,022 9,219 31.8
（参考）自己資本 27年3月期第3四半期 10,890百万円 26年3月期 9,219百万円

2. 配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

26年3月期 ― ― ― ― 3.00
27年3月期 ― ― ―
27年3月期（予想） ― 3.00

3. 平成27年 3月期の連結業績予想（平成26年 4月 1日～平成27年 3月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無  

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 27,500 △6.2 100 △54.8 50 △71.7 1,500 332.5 37.63



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有 
（注）詳細は、添付資料5ページ「2.（2）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用」をご覧ください。 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(注)詳細は、添付資料5ページ「2.(3)会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づ
く四半期財務諸表のレビュー手続きは終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及
び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料4ページ「1.(3)連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。 

※ 注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 27年3月期3Q 40,697,476 株 26年3月期 40,697,476 株
② 期末自己株式数 27年3月期3Q 837,205 株 26年3月期 831,594 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 27年3月期3Q 39,863,808 株 26年3月期3Q 39,870,979 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

(１)経営成績に関する説明 

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、消費税増税前の駆け込み需要の反動減解消の遅

れや、円安による仕入れ価格高騰の継続などで企業の景況感は弱含んでおり、引き続き先行きが不透

明な状況で推移しております。 

このような環境下にあって当社グループは、2014～2016 年を計画期間とする「成長と効率化のグル

ープシナジー経営の実現」を基本方針とした新中期経営計画を策定いたしました。現状からの脱却を

目指し次の発展を期するため、グループの成長基盤を固める基礎作りの３ヵ年計画とし、｢成長｣「効

率化」「シナジー」の３つのキーワードを基本戦略と位置づけてスタートしました。 

以上の結果、当第３四半期連結累計期間における連結業績は、売上高は１９９億４千４百万円（前

年同期比１０．１％減）、営業損失は１億６千８百万円（前年同期は営業利益３億７千７百万円）、経

常損失は２億３千８百万円（前年同期は経常利益３億２千２百万円）、四半期純利益は１３億９千９

百万円（前年同期は四半期純利益４億８千１百万円）となりました。 

 

セグメントの状況は以下のとおりであります。 

〔和装事業〕 

ツカモト株式会社及び市田株式会社における和装事業につきましては、経営管理・組織運営の改

善と強化、催事以外での売上拡大策の実施等に取り組んでまいりましたが、 消費税増税の影響によ

る消費の停滞から、催事販売が苦戦し、減収減益となりました。 

以上の結果、当事業分野の売上高は、５６億６千３百万円（前年同期比９．１％減）、セグメント

損失（営業損失）は２億８千３百万円（前年同期はセグメント利益５千９百万円）となりました。 

 

〔洋装事業〕 

ツカモトアパレル株式会社におけるメンズ事業につきましては、秋冬物の投入により経費節減の

効果もあり損益は黒字に回復しましたが、受注額が減少しており売上高は前年を下回りました。 

ツカモトユーエス株式会社におけるユニフォーム事業は大口受注物件の減少から大幅な減収とな

り、営業損失の計上となりました。ＯＥＭ・婦人テキスタイル事業は、当第３四半期よりツカモト

アパレル株式会社の事業として新たなスタートとなり、売上高は前年を下回りましたが、仕入コス

トの管理を徹底したことにより損益は改善しました。 

以上の結果、当事業分野の売上高は、６４億３千２百万円（前年同期比１５．７％減）、セグメン

ト損失（営業損失）は７百万円（前年同期はセグメント利益２億４百万円）となりました。 

 

〔ホームファニシング事業〕 

市田株式会社におけるホームファニシング事業につきましては、売上高は第２四半期に出店した

アウトレット直営店が寄与し増収となり、損益は黒字となりました。 

以上の結果、当事業分野の売上高は、３８億９千９百万円（前年同期比１２．５％増）、セグメン

ト利益（営業利益）は４千３百万円（前年同期はセグメント損失８百万円）となりました。 
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〔健康・生活事業〕 

ツカモトエイム株式会社における健康・生活事業につきましては、主力商品の販売が減少し、新

規商材の投入が遅れたことが影響した結果、減収となり、営業損失の計上となりました。 

以上の結果、当事業分野の売上高は、３１億４千５百万円（前年同期比２５．３％減）、セグメン

ト損失（営業損失）は９千３百万円（前年同期はセグメント利益５千９百万円）となりました。 

 

〔建物の賃貸業〕 

株式会社ツカモトコーポレーションにおける建物の賃貸業につきましては、第１四半期に取得し

た目黒東山スクエアビルの賃貸収入が寄与し、増収増益となりました。 

以上の結果、当事業分野の売上高は、８億６千６百万円（前年同期比２６．７％増）、セグメント

利益（営業利益）は３億１千８百万円（前年同期比３５．９％増）となりました。 

 

〔倉庫業〕 

塚本倉庫株式会社における倉庫業は新規取引先開拓の遅れにより、売上高は前年を下回り、営業

損失の計上となりました。 

以上の結果、当事業分野の売上高は、３億２千６百万円（前年同期比２０．１％減）、セグメント

損失（営業損失）は９千１百万円（前年同期はセグメント利益２百万円）となりました。 

 

 

（２）財政状態に関する説明 

当第３四半期連結会計期間末の資産の部は、前連結会計年度末に比べ、現金及び預金が賃貸用不動

産の取得等により４３億１千８百万円減少、受取手形及び売掛金が４億６千１百万円減少、たな卸資

産が３億９千４百万円増加、その他の未収入金が４億６千７百万円減少したこと等により流動資産が

４７億５百万円の減少となりました。また、賃貸用不動産の取得により建物が１７億７百万円、土地

が４６億４千８百万円増加し、投資有価証券が４億３千１百万円増加したこと等により固定資産が６

８億６百万円増加し、資産合計は前連結会計年度末に比べ２１億円増加の３１１億２千３百万円とな

りました。 

また負債の部では、支払手形及び買掛金が１億３千万円、短期借入金が１億２千８百万円増加、固

定資産売却等によるその他の前受金が２億４千２百万円減少し、未払法人税等が１億９千１百万円増

加したこと等により流動負債が２億５千２百万円の増加となりました。また、長期借入金の２億１千

８百万円減少、長期預り金２億７千９百万円、繰延税金負債の２億２千３百万円の増加等により固定

負債が１億７千７百万円増加し、負債合計は前連結会計年度末に比べ４億２千９百万円増加し、２０

２億３千２百万円となりました。 

純資産の部では、固定資産売却益等により株主資本合計が１２億７千９百万円増加し、その他有価

証券評価差額金が２億８千１百万円増加したこと等により、純資産合計は前連結会計年度末に比べ１

６億７千１百万円増加し、１０８億９千万円となりました。 
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キャッシュ・フローの状況の分析 

当第３四半期連結累計期間末における連結ベースの現金及び現金同等物(以下「資金」という)は

２７億４百万円で前連結会計年度末より４３億１千８百万円減少、また、前年同期と比べ ４０億 

１千４百万円の減少となりました。 

 

(営業活動によるキャッシュ・フロー) 

当第３四半期連結累計期間における営業活動による資金の増加は、９億９千７百万円（前年同期

は３千万円の減少）となり、これは主に税金等調整前四半期純利益の計上と、売上債権の減少額  

及び法人税等の還付額が、固定資産売却益、たな卸資産の増加額及び未払消費税等の減少額を   

上回ったこと等によるものであります。この結果、前年同期と比べて１０億２千８百万円の増加と

なりました。 

 

(投資活動によるキャッシュ・フロー) 

当第３四半期連結累計期間における投資活動による資金の減少は、５０億６千７百万円 （前年同

期は４億８千８百万円の減少）となり、これは主に、有形及び無形固定資産の取得による支出が  

有形及び無形固定資産の売却による収入を上回ったこと等によるものであります。この結果、前年

同期と比べて４５億７千８百万円の減少となりました。 

 

(財務活動によるキャッシュ・フロー) 

当第３四半期連結累計期間における財務活動による資金の減少は、２億４千８百万円（前年同期

は９千１百万円の減少）となり、これは主に長短借入金の返済による支出及び配当金の支払額が、

長短借入れによる収入を上回ったことによるものであります。この結果、前年同期と比べて１億  

５千７百万円の減少となりました。 

 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

国内経済の状況は、消費税増税前の駆け込み需要の反動減解消の遅れや、円安による仕入れ価格高

騰の継続などで企業の景況感は弱含んでおり、決して楽観を許さない先行き不透明な状況が続くもの

と思われます。 

このような環境下にあって当社グループは、2014～2016 年を計画期間とする「成長と効率化のグル

ープシナジー経営の実現」を基本方針とした新中期経営計画を策定いたしました。現状からの脱却を

目指し次の発展を期するため、グループの成長基盤を固める基礎作りの３ヵ年計画とし、｢成長｣「効

率化」「シナジー」の３つのキーワードを基本戦略と位置づけて対処してまいります。 

連結業績予想としましては、現段階では平成 26 年 10 月 28 日発表の「業績予想の修正及び特別損

失の計上に関するお知らせ」から修正は行っておりません。ただし、業績予想の見直しが必要と判断

した場合には、速やかに開示いたします。 
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

税金費用の計算 

税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対す

る税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じ

て計算しております。 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

会計方針の変更 

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第 26 号 平成 24 年 5 月 17 日、以下「退職給付

会計基準」という。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第 25

号 平成 24 年 5 月 17 日。以下「退職給付適用指針」という。）を退職給付会計基準第 35 項本文

及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた定めについて第1四半期連結会計期間より適用し、

退職給付債務及び勤務費用の計算方法の見直しを行っております。なお、従来の計算方法から変

更が生じなかったため、当第３四半期連結財務諸表に与える影響はありません。 
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３．四半期連結財務諸表 

（１）四半期連結貸借対照表 
                      (単位：百万円) 

                    
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成26年12月31日) 

資産の部     

  流動資産     

    現金及び預金 7,033 2,714 

    受取手形及び売掛金 5,168 4,707 

    有価証券 101 101 

    たな卸資産 2,703 3,097 

    その他 1,208 914 

    貸倒引当金 △20 △45 

    流動資産合計 16,195 11,490 

  固定資産     

    有形固定資産     

      建物及び構築物（純額） 2,232 3,941 

      土地 6,667 11,316 

      その他（純額） 268 234 

      有形固定資産合計 9,168 15,492 

    無形固定資産     

      その他 97 78 

      無形固定資産合計 97 78 

    投資その他の資産     

      投資有価証券 3,292 3,724 

      その他 346 408 

      貸倒引当金 △77 △71 

      投資その他の資産合計 3,561 4,061 

    固定資産合計 12,826 19,632 

  資産合計 29,022 31,123 

負債の部     

  流動負債     

    支払手形及び買掛金 5,459 5,589 

    短期借入金 5,590 5,718 

    未払消費税等 70 81 

    未払法人税等 43 235 

    繰延税金負債 9 36 

    返品調整引当金 62 33 

    事業構造改善引当金 - 32 

    その他 860 620 

    流動負債合計 12,095 12,348 

  固定負債     

    長期借入金 4,805 4,586 

    繰延税金負債 2,010 2,233 

    再評価に係る繰延税金負債 14 14 

    退職給付に係る負債 291 223 

    役員退職慰労引当金 42 44 

    資産除去債務 20 18 

    その他 520 762 

    固定負債合計 7,706 7,883 

  負債合計 19,802 20,232 
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                      (単位：百万円) 

                    
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成26年12月31日) 

純資産の部     

  株主資本     

    資本金 2,829 2,829 

    資本剰余金 709 709 

    利益剰余金 5,109 6,389 

    自己株式 △99 △100 

    株主資本合計 8,549 9,828 

  その他の包括利益累計額     

    その他有価証券評価差額金 632 913 

    繰延ヘッジ損益 2 49 

    土地再評価差額金 7 7 

    為替換算調整勘定 5 6 

    退職給付に係る調整累計額 22 86 

    その他の包括利益累計額合計 670 1,062 

  純資産合計 9,219 10,890 

負債純資産合計 29,022 31,123 
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（２）四半期連結損益及び包括利益計算書 

第３四半期連結累計期間 

 

                      (単位：百万円) 

                    前第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年12月31日) 

売上高 22,190 19,944 

売上原価 16,259 14,369 

売上総利益 5,931 5,575 

返品調整引当金繰入額 38 33 

返品調整引当金戻入額 63 62 

繰延リース利益繰入額 2 1 

繰延リース利益戻入額 0 1 

差引売上総利益 5,955 5,604 

販売費及び一般管理費     

  広告宣伝費 411 399 

  旅費及び交通費 439 409 

  荷造運搬費 498 472 

  貸倒引当金繰入額 △86 △3 

  給料 1,886 1,861 

  賞与 208 206 

  退職給付引当金繰入額 162 - 

  退職給付費用 - 149 

  役員退職慰労引当金繰入額 1 1 

  福利厚生費 441 442 

  業務委託費 397 477 

  減価償却費 83 90 

  賃借料 206 302 

  その他 925 960 

  販売費及び一般管理費合計 5,577 5,772 

営業利益又は営業損失（△） 377 △168 

営業外収益     

  受取利息 23 20 

  受取配当金 41 45 

  保険配当金 5 5 

  受取保険金 0 - 

  その他 30 51 

  営業外収益合計 102 123 

営業外費用     

  支払利息 123 126 

  手形売却損 7 8 

  為替差損 15 4 

  貸倒引当金繰入額 - 30 

  その他 10 23 

  営業外費用合計 157 193 

経常利益又は経常損失（△） 322 △238 

特別利益     

  固定資産売却益 151 1,774 

  関係会社株式売却益 151 - 

  特別利益合計 303 1,774 

特別損失     

  事業構造改善費用 - 155 

  特別損失合計 - 155 
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                      (単位：百万円) 

                    前第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年12月31日) 

税金等調整前四半期純利益 626 1,380 

法人税、住民税及び事業税 88 △53 

法人税等調整額 55 33 

法人税等合計 144 △19 

少数株主損益調整前四半期純利益 481 1,399 

四半期純利益 481 1,399 

少数株主損益調整前四半期純利益 481 1,399 

その他の包括利益     

  その他有価証券評価差額金 282 281 

  繰延ヘッジ損益 2 46 

  為替換算調整勘定 3 0 

  退職給付に係る調整額 - 63 

  その他の包括利益合計 288 391 

四半期包括利益 769 1,791 

（内訳）     

  親会社株主に係る四半期包括利益 769 1,791 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 
 

                      (単位：百万円) 

                    前第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー     

  税金等調整前四半期純利益 626 1,380 

  減価償却費 160 219 

  有形及び無形固定資産除却損 0 17 

  貸倒引当金の増減額（△は減少） △158 19 

  退職給付引当金の増減額（△は減少） 36 - 

  退職給付に係る負債の増減額（△は減少） - 30 

  その他の引当金の増減額（△は減少） △25 3 

  受取利息及び受取配当金 △65 △66 

  支払利息 123 126 

  有価証券売却損益（△は益） △154 △4 

  為替差損益（△は益） 15 4 

  固定資産売却損益（△は益） △151 △1,774 

  売上債権の増減額（△は増加） △594 425 

  たな卸資産の増減額（△は増加） △124 △393 

  仕入債務の増減額（△は減少） 538 67 

  未払消費税等の増減額（△は減少） △8 △80 

  その他 △256 159 

  小計 △36 134 

  利息及び配当金の受取額 96 99 

  利息の支払額 △126 △125 

  法人税等の支払額又は還付額（△は支払） 35 889 

  営業活動によるキャッシュ・フロー △30 997 

投資活動によるキャッシュ・フロー     

  定期預金の預入による支出 △50 - 

  有形及び無形固定資産の取得による支出 △240 △7,230 

  有形及び無形固定資産の売却による収入 - 2,252 

  投資有価証券の取得による支出 △15 △1 

  投資有価証券の売却による収入 6 9 

  
連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却によ
る支出 

△97 - 

  貸付けによる支出 △30 △30 

  その他の支出 △62 △73 

  その他の収入 0 6 

  投資活動によるキャッシュ・フロー △488 △5,067 

財務活動によるキャッシュ・フロー     

  短期借入れによる収入 3,411 6,979 

  短期借入金の返済による支出 △3,460 △7,001 

  長期借入れによる収入 930 500 

  長期借入金の返済による支出 △800 △568 

  リース債務の返済による支出 △52 △39 

  自己株式の取得による支出 △1 △0 

  自己株式の処分による収入 0 - 

  配当金の支払額 △118 △118 

  財務活動によるキャッシュ・フロー △91 △248 

現金及び現金同等物に係る換算差額 0 0 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △609 △4,318 

現金及び現金同等物の期首残高 7,329 7,023 

現金及び現金同等物の四半期末残高 6,719 2,704 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

該当事項はありません。 

 

 

（セグメント情報等） 

【セグメント情報】 

 Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 平成 25 年 4月 1日  至 平成 25 年 12 月 31 日） 

 １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

売上高

計

　セグメント利益又は
　セグメント損失(△)

（単位：百万円）

報告セグメント

和装事業 洋装事業
ﾎｰﾑﾌｧﾆｼﾝｸﾞ

事 業
健康･生活

事 業

建物の
倉庫業 合　計

賃 貸 業

　セグメント間の内部
　売上高又は振替高

4,2117,631
　外部顧客に対する
　売上高 3,456

0

6,230

11

401

234

684

2821

4,213

59△ 8

3,4677,632

204

6,231

0

59 553

22,636

445

22,190

2

408

150

258

 

 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益及び包括利益計算書計上額との 

差額及び当該差額の主な内容（差異調整に関する事項） 

　報告セグメント計 553
　セグメント間取引消去 3
　全社費用（注） △ 179

377
（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

（単位：百万円）

利益又は損失 金額

四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益

 

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 
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 Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 平成 26 年 4月 1日  至 平成 26 年 12 月 31 日） 

 １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

売上高

計

　セグメント利益又は
　セグメント損失(△)

△ 91

326

145

180

△ 112

20,335

390

19,944

6,432

△ 7

5,663

―

△ 283

632

318

866

2330

3,145

△ 9343

3,899

　セグメント間の内部
　売上高又は振替高

3,1456,432
　外部顧客に対する
　売上高 3,889

0

5,663

10

（単位：百万円）

報告セグメント

和装事業 洋装事業
ﾎｰﾑﾌｧﾆｼﾝｸﾞ

事 業
健康･生活

事 業

建物の
倉庫業 合　計

賃 貸 業

 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益及び包括利益計算書計上額との

差額及び当該差額の主な内容（差異調整に関する事項） 

　報告セグメント計 △ 112
　セグメント間取引消去 3
　全社費用（注） △ 58

△ 168
（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

（単位：百万円）

利益又は損失 金額

四半期連結損益及び包括利益計算書の営業損失(△)

 

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

 該当事項はありません。 

 

４．報告セグメントの変更等に関する事項 

第２四半期連結会計期間より、従来「その他｣でありました「倉庫業」について量的な重要

性が増したため、報告セグメントとして記載する方法に変更しております。 

なお、前第３四半期連結累計期間のセグメント情報については変更後の区分方法により作成

したものを記載しております。 
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